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① JIS X 0213パッケージの使い方
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は
　じ　
め
に

い
ま
ま
でp

T
E
X

に
お
い
て
符
号
化
文
字
集
合
を
拡
張
す
る
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
符
号
化
文
字
集
合J

IS
X

0
2
1
3

の
文
字
種
を
直
接
扱
い
た
い
と
い
う
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、iN

O
U

E
K

o
ich

!

さ
ん
とK

in
o

さ
ん
と
齋
藤
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
物

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
三
水
準
、
第
四
水
準
の
漢
字
な
ど
が
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
に
直
接
記
述
す
る
事
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
対
応
し
て
い
るd

v
iw

a
re

はu
d
v
i
p
s
,
d
v
i
p
d
f
m
x
,
M
x
d
v
i

で
す
。

①

J
IS

X
0
2
1
3

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
使
い
方

こ
の
節
で
は
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
使
用
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

①
の
❶

基
本
的
な
利
用
方
法

J
IS

X
0
2
1
3

に
対
応
し
た
エ
デ
ィ
タ
でT

E
X

の
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
を
書
き
ま
す
。
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
の

エ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
をS

h
ift

J
IS

(J
IS

X
0
2
1
3
)

に
し
て
保
存
し
ま
す
。S

J
IS

版
のp

T
E
X

の
バ
イ
ナ
リ

で
コ
ン
パ
イ
ル
し
、u

d
v
i
p
s
,
d
v
i
p
d
f
m
x

な
ど
のd

v
iw

a
re

で
処
理
す
る
とJ

IS
X

0
2
1
3

の
文
字
（
第

三
水
準
、
第
四
水
準
の
漢
字
等
）
が
扱
え
ま
す
。J

IS
X

0
2
1
3

は2
0
0
4
/
2
/
2
0

に
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
よ
る
例
示
字
形
の
変
更
を
う
け
、j

i
s
2
0
0
4
.
s
t
y
,
j
i
s
2
0
0
0
.
s
t
y

に
分
け
ま
し
た
。
從
來
の
字

形
で
使
用
す
る
に
は
、
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で\

u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
{
j
i
s
2
0
0
0
}

を
適
当
な
位
置
に
記
述
し
ま
す
。
今

回
の
変
更
に
よ
る
字
形
を
使
用
す
る
に
は\

u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
{
j
i
s
2
0
0
4
}

を
適
当
な
位
置
に
記
述
し
ま
す
。

①
の
❷

ス
タ
イ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン

オ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、b

o
l
d
,
e
x
p
e
r
t
,
d
e
l
u
x
e

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
標
語
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

﹇b
o
l
d

﹈
太
字
で
置
き
換
え
る
。

﹇e
x
p
e
r
t

﹈
組
方
向
に
應
じ
た
専
用
仮
名
を
使
う
。

﹇d
e
l
u
x
e

﹈
多
ウ
ェ
イ
ト
化

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
す
。
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① JIS X 0213パッケージの使い方
b
o
l
d

オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
（g

t
/
m

）
を
フ
ォ
ン
ト
マ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ル
で
太
字
（g

t
/
b
x

）
に
割

り
当
て
ら
れ
る
も
の
に
置
き
換
え
ま
す
。

e
x
p
e
r
t

オ
プ
シ
ョ
ン
を
宣
言
す
る
と
仮
名
が
縦
組
専
用
、
ま
た
は
横
組
専
用
の
も
の
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

d
e
l
u
x
e

オ
プ
シ
ョ
ン
を
宣
言
す
る
と
、
明
朝
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
そ
れ
ぞ
れ
２
ウ
ェ
イ
ト
が
使
用
出
来
ま

す
。
つ
ま
り
、m

c
/
m
,
m
c
/
b
x
,
g
t
/
m
,
g
t
/
b
x

に
別
々
の
フ
ォ
ン
ト
を
割
り
当
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。
（
註
　

実
際
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
の
名
称
は
上
記
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。）

【
注
意
】
ア
ス
キ
ー
の
標
準
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
で
は
見
出
し
な
ど
の
フ
ォ
ン
ト
に\

b
f
s
e
r
i
e
s

が
指
定
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。
処
理
結
果
で
（
太
字
の
）
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
示
さ
れ
て
い
た
の
はm

c
/
b
x

がg
t
/
m

に
代
替

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
同
様
の
結
果
を
得
る
た
め
に
は\

b
f
s
e
r
i
e
s

を\
g
t
f
a
m
i
l
y
\
b
f
s
e
r
i
e
s

に
変
更

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
行
う
た
め
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
がr

e
d
e
f
f
o
n
t
.
s
t
y

で
す
。d

e
l
u
x
e

オ
プ
シ
ョ
ン
を
使
用
す
る
と
き
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
読
み
込
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。（
自
動
で
は

読
み
込
ま
れ
ま
せ
ん
。）r

e
d
e
f
f
o
n
t
.
s
t
y

の
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
、
見
出
し
がg

t
/
b
x

に
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
フ
ォ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
例
え
ばg

t
/
m

に
し
た
い
場
合
、\

h
e
a
d
f
o
n
t

を
書
き
換
え
る
こ
と

で
可
能
で
す
。
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で\

l
e
t
\
h
e
a
d
f
o
n
t
=
\
g
t
f
a
m
i
l
y

と
し
て
く
だ
さ
い
。

①
の
❸

他
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
と
の
併
用

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
デ
フ
ォ
ル
ト
の
明
朝
体
と
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
フ
ォ
ン
ト
の
定
義
を
置
き
換
え
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、\

n
o
r
m
a
l
s
i
z
e

を
再
定
義
す
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
よ
り
前
に
読
み
込
ん
で
お
く
方
が

安
全
で
す
。

齋
藤
が
作
成
し
たO

T
F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
デ
フ
ォ
ル
ト
の
明
朝
体
と
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
フ
ォ
ン
ト
の
定
義
を

置
き
換
え
ま
す
の
で
、
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
よ
り
前
に
読
み
込
ん
で
下
さ
い
。
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② マ ク ロ

②

マ

ク

ロ

②
の
❶

面
区
点
番
号
よ
る
呼
び
出
し

\
M
K
T
{
m
e
n
-
k
u
-
t
e
n
}

で
面
区
点
番
号
で
文
字
が
呼
び
出
せ
ま
す
。
例
え
ば\

M
K
T
{
2
-
4
-
5
8
}

で
圕
が
出
力

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、2

0
0
4
/
2
/
2
0

の
改
正
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
十
文
字
の
入
力
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

②
の
❷

異
体
字
の
呼
び
出
し

\
j
x
V
a
r
{

倶}

と
す
る
と2

0
0
4
/
2
/
2
0

の
改
正
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
十
文
字
の
入
力
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
予
め
定
義
さ
れ
て
い
る
の
は
「
倶
剥
叱
呑
嘘
妍
屏
并
痩
繋
」
の
十
文
字
で
す
。

②
の
❸

囲
み
つ
き
文
字

囲
み
つ
き
文
字
を
容
易
に
指
定
出
来
る
よ
う
に
す
る
マ
ク
ロ
で
す
。\

j
x
M
a
r
u
{
3
3
}

な
ど
の
よ
う
に
使
用

す
る
こ
と
で
33
の
よ
う
な
表
示
が
得
ら
れ
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用
は
後
で
述
べ
ま
す
。

コマンド名 最小値 最大値 サンプル
\jxMaru 1 50 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
\jxKuroMaru 1 20 ❶❷❸❹❺❻❼❽❾10
\jxroman 1 12 ⅰⅱⅲⅳⅴⅵⅶⅷⅸⅹ
\jxRoman 1 12 ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ
\jxNijuMaru 1 10 ⓵⓶⓷⓸⓹⓺⓻⓼⓽⓾
\jxMarualph 1 26 ⓐⓑⓒⓓⓔⓕⓖⓗⓘⓙ
\jxMaruKata 1 20 ㋐㋑㋒㋓㋔㋕㋖㋗㋘㋙
\jxMaruIroha 1 8 ㋑㋺㋩㋥㋭㋬㋣㋠
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② マ ク ロ

②
の
❹

カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用

②
の
❸
で
説
明
し
た
囲
み
つ
き
文
字
の
カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用
を
説
明
し
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
で
利
用
す
る
た

め
の
コ
マ
ン
ド
が\

j
x
L
a
b
e
l

で
す
。
既
に
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
ノ
ン
ブ

ル
や
セ
ク
シ
ョ
ン
の
数
字
を
変
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で
、

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
p
a
g
e
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
R
o
m
a
n
{
p
a
g
e
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
s
e
c
t
i
o
n
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
M
a
r
u
{
s
e
c
t
i
o
n
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
}
{
\
t
h
e
s
e
c
t
i
o
n
Ã

の\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
K
u
r
o
M
a
r
u
{
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
}
}

と
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、\

j
x
L
a
b
e
l

の
後
に
囲
み
つ
き
文
字
の

コ
マ
ン
ド
名
を
書
き
、
そ
の
後
に
引
数
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
名
を
書
き
ま
す
。
サ
ン
プ
ル
と
し
てe

n
u
m
e
r
a
t
e

環
境
で
の
使
用
例
を
載
せ
ま
す
。

・
設
定
例

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
M
a
r
u
{
e
n
u
m
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
K
u
r
o
M
a
r
u
{
e
n
u
m
i
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
N
i
j
u
M
a
r
u
{
e
n
u
m
i
i
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
v
}
{
\
j
x
L
a
b
e
l
\
j
x
M
a
r
u
K
a
t
a
{
e
n
u
m
i
v
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
v
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
v
}

\
m
a
k
e
a
t
l
e
t
t
e
r

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i

の}
\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i

の}
\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
v
}
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
i
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i

の}
\
m
a
k
e
a
t
o
t
h
e
r

40
福
田
恆
存

12
私
の
國
語
敎
室

⓻
文
庫
本

㋑
新
潮
文
庫

㋒
中
公
文
庫

㋓
文
春
文
庫

⓼
ハ
ー
ド
カ
ヴ
ァ
ー

㋝
新
潮
社

13
日
本
へ
の
遺
言

41
内
田
百
閒

42
森
鷗
外

項
目
を
参
照
し
て
み
ま
す
、「
40
の
12
の
⓻
の
㋒
」
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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